
(57)【要約】

【課題】キセノンランプの駆動時、ランプ周辺の温度上

昇を確実に抑える。

【解決手段】ランプハウス１０の近傍に、第１のファン

７１及び第２のファン７２を配設する。第１のファン７

１を、キセノンランプ２０の先端部の口金２５を支持す

るヒートシンク４０の近傍に配置し、第２のファン７２

を、キセノンランプ２０の基部の口金２４を支持するヒ

ートシンク３０の近傍に配置する。第１のファン７１は

、ヒートシンク４０のフィン４２に対し所定の角度を有

し、第２のファン７２は、ヒートシンク３０のフィン３

２に対し所定の角度を有する。キセノンランプ２０の駆

動中、第１のファン７１を常時、駆動し、温度センサ７

０により検知されるランプ周辺温度が１６０度以上のと

きのみ、第２のファン７２を駆動する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 に 照 明 光 を 供 給 す る た め の キ セ ノ ン ラ ン プ と 、
前 記 キ セ ノ ン ラ ン プ の 駆 動 中 、 前 記 キ セ ノ ン ラ ン プ が 発 す る 熱 を 放 熱 す る た め の 第 １ 及 び
第 ２ の 放 熱 手 段 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 放 熱 手 段 を 冷 却 す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 冷 却 手 段 と 、
前 記 キ セ ノ ン ラ ン プ の 周 辺 温 度 を 検 知 す る 温 度 セ ン サ と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 冷 却 手 段 の 駆 動 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え 、
前 記 第 １ の 放 熱 手 段 と 前 記 第 １ の 冷 却 手 段 は 、 前 記 キ セ ノ ン ラ ン プ に お い て 照 明 光 が 射 出
さ れ る 先 端 部 近 傍 に 配 設 さ れ 、
前 記 第 ２ の 放 熱 手 段 と 前 記 第 ２ の 冷 却 手 段 は 、 前 記 キ セ ノ ン ラ ン プ に お い て 前 記 先 端 部 と
反 対 側 の 基 部 近 傍 に 配 設 さ れ 、
前 記 第 １ の 冷 却 手 段 は 、 前 記 キ セ ノ ン ラ ン プ の 駆 動 中 、 常 に 駆 動 さ れ 、
前 記 第 ２ の 冷 却 手 段 は 、 前 記 制 御 手 段 に よ り 、 前 記 温 度 セ ン サ の 検 知 結 果 に 応 じ て 駆 動 を
制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 温 度 セ ン サ の 検 知 結 果 が 第 １ の 閾 値 を 超 え る と 、 前 記 第 ２ の 冷 却 手
段 を 駆 動 し 、 前 記 温 度 セ ン サ の 検 知 結 果 が 前 記 第 １ の 閾 値 よ り 低 い 第 ２ の 閾 値 を 下 回 る と
き 、 前 記 第 ２ の 冷 却 手 段 の 駆 動 を 停 止 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用
光 源 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
内 視 鏡 の 照 明 光 を 供 給 す る た め の キ セ ノ ン ラ ン プ と 、
前 記 キ セ ノ ン ラ ン プ の 駆 動 中 、 前 記 キ セ ノ ン ラ ン プ が 発 す る 熱 を 放 熱 す る た め の 複 数 の 放
熱 手 段 と 、
前 記 複 数 の 放 熱 手 段 を 冷 却 す る た め に 、 前 記 複 数 の 放 熱 手 段 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら
れ る 複 数 の 冷 却 手 段 と 、
前 記 キ セ ノ ン ラ ン プ の 周 辺 温 度 を 検 知 す る 温 度 セ ン サ と 、
前 記 複 数 の 冷 却 手 段 の 駆 動 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え 、
前 記 温 度 セ ン サ の 検 知 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 複 数 の 冷 却 手 段 の 駆 動 が 制 御 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 に 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 内 視 鏡 は 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 先 端 か ら 前 方 に 照 明 光 を 照 射 し 、 被 観 察 体 の 観 察
を 行 う 。 こ の 照 明 光 は 、 内 視 鏡 が 接 続 さ れ る 光 源 装 置 に 備 え ら れ た 光 源 か ら 供 給 さ れ る 。
こ の 光 源 と し て 、 キ セ ノ ン ラ ン プ が 用 い ら れ る 。 キ セ ノ ン ラ ン プ は 、 点 光 源 で あ る 、 瞬 時
の 再 点 灯 が 可 能 で あ る 、 太 陽 光 と 分 光 分 布 が 似 て い る た め 、 照 明 光 と し て 照 射 し た 場 合 、
自 然 な 発 色 が 得 ら れ る 等 の 理 由 か ら 、 医 療 用 内 視 鏡 の 光 源 と し て 適 切 だ か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
キ セ ノ ン ラ ン プ は 駆 動 時 に 発 熱 す る た め 、 ラ ン プ 周 辺 の 温 度 上 昇 を 抑 え る べ く 冷 却 す る 必
要 が あ る 。 光 源 装 置 内 に は 、 光 源 装 置 全 体 を 制 御 す る 制 御 回 路 、 キ セ ノ ン ラ ン プ か ら の 出
射 光 を ラ イ ト ガ イ ド へ 導 く 集 光 レ ン ズ 等 が 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 上 述 の 冷 却 処 理 が 十
分 に 行 わ れ な い と 、 キ セ ノ ン ラ ン プ 部 分 の 温 度 が 上 昇 し 、 そ の 周 囲 に 配 置 さ れ た 電 子 部 品
等 が 熱 破 壊 さ れ た り 、 キ セ ノ ン ラ ン プ 自 体 が 破 裂 し て し ま う こ と が あ り 、 内 視 鏡 の ラ イ ト
ガ イ ド へ の 照 明 光 の 供 給 が 出 来 な く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-180814 A 2004.7.2



本 発 明 は 以 上 の 問 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 キ セ ノ ン ラ ン プ を 光 源 と し て 用 い る 内 視 鏡 用
光 源 装 置 に お い て 、 キ セ ノ ン ラ ン プ の 駆 動 時 の 温 度 上 昇 を 確 実 に 抑 え る こ と を 目 的 と す る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 は 、 内 視 鏡 に 照 明 光 を 供 給 す る た め の キ セ ノ ン ラ ン プ と 、
キ セ ノ ン ラ ン プ の 駆 動 中 、 キ セ ノ ン ラ ン プ が 発 す る 熱 を 放 熱 す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 放
熱 手 段 と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 放 熱 手 段 を 冷 却 す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 冷 却 手 段 と 、 キ セ ノ
ン ラ ン プ の 周 辺 温 度 を 検 知 す る 温 度 セ ン サ と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 冷 却 手 段 の 駆 動 を 制 御 す る
制 御 手 段 と を 備 え 、 第 １ の 放 熱 手 段 と 第 １ の 冷 却 手 段 は 、 キ セ ノ ン ラ ン プ に お い て 照 明 光
が 射 出 さ れ る 先 端 部 近 傍 に 配 設 さ れ 、 第 ２ の 放 熱 手 段 と 第 ２ の 冷 却 手 段 は 、 キ セ ノ ン ラ ン
プ に お い て 先 端 部 と 反 対 側 の 基 部 近 傍 に 配 設 さ れ 、 第 １ の 冷 却 手 段 は 、 キ セ ノ ン ラ ン プ の
駆 動 中 、 常 に 駆 動 さ れ 、 第 ２ の 冷 却 手 段 は 、 制 御 手 段 に よ り 、 温 度 セ ン サ の 検 知 結 果 に 応
じ て 駆 動 を 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
好 ま し く は 、 制 御 手 段 は 、 温 度 セ ン サ の 検 知 結 果 が 第 １ の 閾 値 を 超 え る と 、 第 ２ の 冷 却 手
段 を 駆 動 し 、 温 度 セ ン サ の 検 知 結 果 が 第 １ の 閾 値 よ り 低 い 第 ２ の 閾 値 を 下 回 る と き 、 第 ２
の 冷 却 手 段 の 駆 動 を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 は 、 内 視 鏡 の 照 明 光 を 供 給 す る た め の キ セ ノ ン ラ ン
プ と 、 キ セ ノ ン ラ ン プ の 駆 動 中 、 キ セ ノ ン ラ ン プ が 発 す る 熱 を 放 熱 す る た め の 複 数 の 放 熱
手 段 と 、 複 数 の 放 熱 手 段 を 冷 却 す る た め に 、 複 数 の 放 熱 手 段 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら
れ る 複 数 の 冷 却 手 段 と 、 キ セ ノ ン ラ ン プ の 周 辺 温 度 を 検 知 す る 温 度 セ ン サ と 、 複 数 の 冷 却
手 段 の 駆 動 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え 、 温 度 セ ン サ の 検 知 結 果 に 基 づ い て 、 複 数 の 冷 却
手 段 の 駆 動 が 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 が 適 用 さ れ る 内 視 鏡 用 の 光 源 装 置 １ の 内 部 構 成 を 模
式 的 に 示 す 図 で あ る 。 図 １ は 光 源 装 置 １ の 内 部 構 成 の 平 面 図 、 図 ２ は 図 １ に お い て Ｓ １ 方
向 か ら 示 す 側 面 図 、 図 ３ は 図 １ に お い て Ｓ ２ 方 向 か ら 示 す 側 面 図 で あ る 。 尚 、 図 ３ に お い
て 、 内 部 構 成 の 主 要 部 を 明 示 す る た め 、 一 部 の 部 材 は 切 り 欠 い て 示 さ れ る 。 光 源 装 置 １ の
筐 体 ２ 内 に は 、 外 側 形 状 が 四 角 柱 状 を 呈 す る 中 空 の ラ ン プ ハ ウ ス １ ０ が 配 設 さ れ る 。 ラ ン
プ ハ ウ ス １ ０ 内 に は 光 源 と し て キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ が 配 設 さ れ る 。 ラ ン プ ハ ウ ス １ ０ の 対
向 す る 一 対 の 側 面 １ １ 、 １ ２ は 開 口 し て い る 。 ヒ ー ト シ ン ク ３ ０ （ 第 ２ の 放 熱 手 段 ） は 、
平 行 な 一 対 の フ ィ ン 部 ３ １ 、 ３ ２ と こ れ ら の フ ィ ン ３ １ 、 ３ ２ 部 を 連 結 す る 連 結 部 ３ ３ と
を 有 す る 。 ヒ ー ト シ ン ク ３ ０ は 、 フ ィ ン 部 ３ １ 、 ３ ２ が そ れ ぞ れ ラ ン プ ハ ウ ス １ ０ の 側 面
１ １ 、 １ ２ に 向 く よ う 、 ラ ン プ ハ ウ ス １ ０ 内 に お い て 配 置 さ れ る 。 ヒ ー ト シ ン ク ４ ０ （ 第
１ の 放 熱 手 段 ） も 一 対 の フ ィ ン 部 ４ １ 、 ４ ２ と 、 フ ィ ン 部 ４ １ 、 ４ ２ を 連 結 す る 連 結 部 ４
３ と を 有 し 、 ヒ ー ト シ ン ク ３ ０ と 同 様 の 態 様 で ラ ン プ ハ ウ ス １ ０ 内 に 配 置 さ れ る 。 ヒ ー ト
シ ン ク ３ ０ 、 ４ ０ に よ り 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 駆 動 時 に 発 す る 熱 が 放 熱 さ れ る 。 筐 体 ２
の 側 面 に は 、 照 明 用 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル の 入 射 端 部 が 差 し 込 ま れ る 差 込 口 ８ ０
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ４ は 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 一 部 断 面 図 で あ る 。 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 胴 部 ２ １ は ア ル
ミ ナ 製 の 絶 縁 部 材 で あ り 、 内 部 に 放 物 線 状 に 湾 曲 し た 反 射 面 ２ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 プ
ラ ス 電 極 ２ ２ 及 び マ イ ナ ス 電 極 ２ ３ は 、 反 射 面 ２ １ ａ の 中 心 軸 と 同 軸 的 に 、 か つ 対 向 す る
よ う 配 設 さ れ る 。 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 駆 動 時 、 マ イ ナ ス 電 極 ２ ３ の 先 端 か ら 発 せ ら れ る
光 は 、 反 射 面 ２ １ ａ で 反 射 さ れ 、 先 端 部 側 の 開 口 部 に 設 け ら れ た サ フ ァ イ ア ガ ラ ス か ら 成
る 窓 部 材 ２ ４ を 介 し て 射 出 さ れ る 。 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 先 端 部 側 及 び 先 端 部 と 反 対 側 の
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基 部 に は 、 そ れ ぞ れ 口 金 ２ ５ 、 ２ ６ が 配 設 さ れ る 。 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ は 、 口 金 ２ ５ が ヒ
ー ト シ ン ク ４ ０ の 連 結 部 ４ ３ （ 図 ２ 参 照 ） に 支 持 さ れ 、 口 金 ２ ６ が ヒ ー ト シ ン ク ３ ０ の 連
結 部 ３ ３ （ 図 ２ 参 照 ） に 支 持 さ れ る 。 す な わ ち 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ は 、 ラ ン プ ハ ウ ス １
０ 内 に お い て 、 先 端 部 側 の 口 金 ２ ５ が 差 込 口 ８ ０ 側 に 位 置 す る よ う 位 置 づ け ら れ る 。 キ セ
ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 始 動 （ 点 灯 ） 及 び 停 止 （ 消 灯 ） は 、 筐 体 ２ （ 図 １ ） に 設 け ら れ る 操 作 部
材 （ 図 示 せ ず ） と 連 動 す る ラ ン プ ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） の オ ン オ フ 信 号 が 入 力 さ れ る 制 御
回 路 ９ ０ （ 図 １ 参 照 ） に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
再 び 図 １ ～ ３ を 参 照 す る と 、 筐 体 ２ の 内 部 に 設 け ら れ る 電 源 ５ ０ は 例 え ば 商 用 電 源 回 路 や
電 池 で あ り 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ を 駆 動 す る た め の 直 流 定 電 圧 を 発 生 さ せ る 。 電 源 ５ ０ と
キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ と の 間 に は イ グ ナ イ タ ６ ０ が 介 在 さ せ ら れ る 。 イ グ ナ イ タ ６ ０ は 、 キ
セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 始 動 時 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ 内 の プ ラ ス 電 極 ２ ２ と マ イ ナ ス 電 極 ２ ３
の 間 を 絶 縁 破 壊 す る た め に 、 電 源 ５ ０ が 発 生 す る 電 圧 を 昇 圧 さ せ た 高 電 圧 パ ル ス を 電 極 間
に 重 畳 す る 。 プ ラ ス 電 極 ２ ２ は 、 イ グ ナ イ タ ６ ０ 内 の 高 電 圧 パ ル ス を 発 生 さ せ る テ ス ラ コ
イ ル （ 図 示 せ ず ） に プ ラ ス 側 配 線 ６ １ を 介 し て 接 続 さ れ る 。 マ イ ナ ス 電 極 ２ ３ は 、 マ イ ナ
ス 側 配 線 ６ ２ を 介 し て 、 イ グ ナ イ タ ６ ０ を 経 由 し て 電 源 ５ ０ の マ イ ナ ス 側 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 先 端 部 側 の 口 金 ２ ５ の 近 傍 に は 、 温 度 セ ン サ ７ ０ が 配 設 さ れ る 。 温
度 セ ン サ ７ ０ に よ り 、 駆 動 中 の キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 周 辺 温 度 が 検 知 さ れ る 。 温 度 セ ン サ
７ ０ に よ り 検 知 さ れ た キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 周 辺 温 度 の 情 報 を 有 す る 信 号 は 制 御 回 路 ９ ０
に 入 力 さ れ る 。 尚 、 温 度 セ ン サ ７ ０ に は 従 来 公 知 の も の を 用 い 、 ま た 、 図 の 複 雑 化 を 避 け
る た め 、 図 ２ 及 び ３ に お い て 、 温 度 セ ン サ ７ ０ は 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ラ ン プ ハ ウ ス １ ０ の 近 傍 に は 、 第 １ の フ ァ ン ７ １ 及 び 第 ２ の フ ァ ン ７ ２ が 配 設 さ れ る 。 第
１ の フ ァ ン ７ １ （ 第 １ の 冷 却 手 段 ） は ヒ ー ト シ ン ク ４ ０ 側 に 配 設 さ れ 、 第 ２ の フ ァ ン ７ ２
（ 第 ２ の 冷 却 手 段 ） は ヒ ー ト シ ン ク ３ ０ 側 に 配 設 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 １ の フ ァ ン ７ １ は
、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 先 端 部 の 口 金 ２ ５ が 位 置 す る 側 に 位 置 づ け ら れ 、 第 ２ の フ ァ ン ７
２ は 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 基 部 の 口 金 ２ ６ 側 に 位 置 づ け ら れ る 。 図 １ に よ く 示 さ れ る よ
う に 、 第 １ の フ ァ ン ７ １ は 、 ヒ ー ト シ ン ク ４ ０ の フ ィ ン ４ ２ に 対 し て 所 定 の 角 度 を も っ て
配 置 さ れ る 。 従 っ て 、 第 １ の フ ァ ン ７ １ は 、 主 に ヒ ー ト シ ン ク ４ ０ を 冷 却 し つ つ 、 ヒ ー ト
シ ン ク ３ ０ の 冷 却 に も 多 少 関 与 す る 。 同 様 に 、 第 ２ の フ ァ ン ７ ２ は 、 ヒ ー ト シ ン ク ３ ０ の
フ ィ ン ３ ２ に 対 し て 所 定 の 角 度 を も っ て 配 置 さ れ る 。 従 っ て 、 第 ２ の フ ァ ン ７ ２ は 、 主 に
ヒ ー ト シ ン ク ３ ０ を 冷 却 し つ つ 、 ヒ ー ト シ ン ク ４ ０ の 冷 却 に も 多 少 関 与 す る 。 第 １ の フ ァ
ン ７ １ 及 び 第 ２ の フ ァ ン ７ ２ の 駆 動 は 、 制 御 回 路 ９ ０ に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ５ と 図 ６ を 参 照 し な が ら 、 本 実 施 形 態 に お け る 第 １ の フ ァ ン ７ １ 、 ７ ２ の 制 御 に つ い て
説 明 す る 。 図 ５ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の フ ァ ン ７ １ 、 ７ ２ の 制 御 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ り 、 図 ６ は タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。 図 ５ に 示 さ れ る 制 御 は 、 光 源 装 置 １ の 制 御 回 路
９ ０ 内 に 設 け ら れ る シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ に お い て 、 第 １ の フ ァ ン ７ １ の 駆 動 が 開 始 さ れ る （ 図 ６ の ｔ ０ ） 。 次 い
で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の ラ ン プ ス イ ッ チ の 状 態 が チ ェ ッ ク
さ れ る 。 ラ ン プ ス イ ッ チ が オ ン さ れ 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ が 始 動 さ れ て い る こ と が 確 認 さ
れ た ら ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ へ 進 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ で は 、 温 度 セ ン サ ７ ０ の 検 出 結 果 が チ ェ ッ ク さ れ 、 変 数 Ｘ に セ ッ ト さ れ
る 。 す な わ ち 、 変 数 Ｘ に は キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 周 辺 温 度 の 値 が セ ッ ト さ れ る 。 次 い で ス
テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ へ 進 み 、 変 数 Ｘ の 値 が 第 １ の 閾 値 と 比 較 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 第 １ の 閾
値 は 「 ２ ０ ０ 度 」 に 設 定 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 、 変 数 Ｘ の 値 が 第 １ の 閾 値 よ
り 大 き く 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 周 辺 温 度 が ２ ０ ０ 度 以 上 に 上 昇 し て い る こ と が 確 認 さ れ
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た ら 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ で は 、 第 ２ の フ ァ ン ７ ２ の 駆 動 が 開 始
さ れ る （ 図 ６ の ｔ １ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 、 変 数 Ｘ の 値 が 第 １ の 閾 値 以 下 で あ り 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の
周 辺 温 度 が ２ ０ ０ 度 を 超 え て い な い こ と が 確 認 さ れ た ら 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ へ 戻 る 。 す な
わ ち 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 周 辺 温 度 が ２ ０ ０ 度 を 超 え な い 間 は 、 第 ２ の フ ァ ン ７ ２ は 駆
動 さ れ ず 、 第 １ の フ ァ ン ７ １ の み で 冷 却 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ で キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 周 辺 温 度 が ２ ０ ０ 度 以 上 に 上 昇 し て い る こ と が
確 認 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ で 第 ２ の フ ァ ン ７ ２ の 駆 動 が 開 始 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １
０ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ で は 、 変 数 Ｘ の 値 が 第 ２ の 閾 値 と 比 較 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で
は 、 第 ２ の 閾 値 は 「 １ ６ ０ 度 」 に 設 定 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ に お い て 、 変 数 Ｘ の 値 が
第 ２ の 閾 値 よ り 小 さ く 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 周 辺 温 度 が １ ６ ０ 度 よ り 低 い レ ベ ル ま で 下
降 し て い る こ と が 確 認 さ れ た ら 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ で は 、 第 ２
の フ ァ ン ７ ２ の 駆 動 が 停 止 さ れ （ 図 ６ の ｔ ２ ） 、 再 び 第 １ の フ ァ ン ７ １ の み で 冷 却 が 行 わ
れ る 。 次 い で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ へ 戻 り 、 以 降 の 処 理 が 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ に お い て 、 変 数 Ｘ の 値 が 第 ２ の 閾 値 以 上 で あ り 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の
周 辺 温 度 が １ ６ ０ 度 以 上 で あ る こ と が 確 認 さ れ た ら 、 第 ２ の フ ァ ン ７ ２ の 停 止 は 行 わ ず 、
ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ で は 、 ラ ン プ ス イ ッ チ の 状 態 が チ ェ ッ ク さ れ
る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ で 、 ラ ン プ ス イ ッ チ が オ ン で あ る こ と が 確 認 さ れ た ら ス テ ッ プ Ｓ １
０ ４ へ 戻 り 、 以 降 の 処 理 が 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。 す な わ ち 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ が 駆 動 中
で 、 か つ そ の 周 辺 温 度 が １ ６ ０ 度 を 超 え て い る 間 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の フ ァ ン ７ １ 、 ７ ２ に
よ り 冷 却 が 行 わ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ で ラ ン プ ス イ ッ チ が オ フ で あ る こ と が 確 認 さ れ た
ら 、 処 理 は 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に お い て は 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 先 端 部 の 口 金 ２ ５ 側 に 配 置 さ
れ る 第 １ の フ ァ ン ７ １ は 常 時 、 駆 動 さ れ る 。 従 っ て 、 温 度 上 昇 が 激 し い キ セ ノ ン ラ ン プ ２
０ の 先 端 部 を 支 持 す る フ ィ ン ４ ０ が 常 時 、 冷 却 さ れ る 。 さ ら に 、 第 １ の フ ァ ン ７ １ と と も
に 第 ２ の フ ァ ン ７ ２ が 駆 動 さ れ る の は 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ の 周 辺 温 度 が １ ６ ０ 度 を 超 え
て い る と き の み で あ る 。 従 っ て 、 冷 却 能 力 を 低 下 さ せ る こ と な く 消 費 電 力 が 節 約 さ れ 、 温
度 上 昇 を 効 率 的 に 抑 え る こ と が で き る と と も に 経 済 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
尚 、 第 １ の フ ァ ン ７ １ は キ セ ノ ン ラ ン プ ２ ０ 点 灯 時 の み 常 時 駆 動 す る よ う に し て も 良 い 。
ま た 、 本 発 明 は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 に お け る 光 源 装 置 （ プ ロ セ ッ サ ） に も 適 用 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 キ セ ノ ン ラ ン プ を 光 源 と し て 用 い る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に
お い て 、 キ セ ノ ン ラ ン プ の 駆 動 中 の 温 度 上 昇 を 効 率 的 か つ 経 済 的 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 が 適 用 さ れ る 内 視 鏡 の 光 源 装 置 の 内 部 構 成 を 模 式 的 に 示 す
平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 光 源 装 置 の 内 部 構 成 を 図 １ の Ｓ １ 方 向 か ら 模 式 的 に 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 光 源 装 置 の 内 部 構 成 を 図 １ の Ｓ ２ 方 向 か ら 模 式 的 に 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 キ セ ノ ン ラ ン プ の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ２ つ の フ ァ ン の 制 御 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 キ セ ノ ン ラ ン プ の 周 辺 温 度 の 変 化 と ２ つ の フ ァ ン の 駆 動 制 御 の 関 係 を 示 す タ イ ミ
ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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１ 　 光 源 装 置
２ 　 筐 体
１ ０ 　 ラ ン プ ハ ウ ス
２ ０ 　 キ セ ノ ン ラ ン プ
３ ０ 、 ４ ０ 　 ヒ ー ト シ ン ク （ 放 熱 手 段 ）
５ ０ 　 電 源
６ ０ 　 イ グ ナ イ タ
６ １ 　 プ ラ ス 側 配 線
６ ２ 　 マ イ ナ ス 側 配 線
７ ０ 　 温 度 セ ン サ
７ １ 　 第 １ の フ ァ ン
７ ２ 　 第 ２ の フ ァ ン
８ ０ 　 差 込 口
９ ０ 　 制 御 回 路 （ 制 御 手 段 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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